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【 卑弥呼の里 】～ 纒向遺跡 ～ 
 

桜
井
市
北
部
に
広
が
る
纒
向
遺
跡
は
初
期
ヤ

マ
ト
政
権
発
祥
の
地
と
し
て
、
あ
る
い
は
邪
馬
台

国
の
候
補
地
と
し
て
全
国
的
に
も
著
名
な
遺
跡

で
す
。
こ
の
遺
跡
か
ら
は
、
各
地
か
ら
の
土
器
が

多
く
出
土
し
、
農
具
よ
り
も
土
木
工
事
用
の
道
具

の
出
土
が
圧
倒
的
に
多
い
な
ど
、
一
般
的
な
集
落

遺
跡
と
は
異
な
る
点
が
多
く
、
日
本
最
初
の
「
都

市
」
ま
た
は
初
期
ヤ
マ
ト
政
権
最
初
の
「
都
宮
」

で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
代
表
的
な
「
箸

墓
古
墳
」
は
邪
馬
台
国
の
女
王
卑
弥
呼
の
墓
で
は

な
い
か
と
の
説
が
有
力
で
す
。 

 
 

（
桜
井
市
纒
向
地
域
） 


